
■当資料は、情報提供を目的として、三井住友アセットマネジメントが作成したものです。特定の投資信託、生命保険、株式、債券等の売買を推奨･勧誘す
るものではありません。■当資料に基づいて取られた投資行動の結果については、当社は責任を負いません。■当資料の内容は作成基準日現在のもので
あり、将来予告なく変更されることがあります。■当資料に市場環境等についてのデータ・分析等が含まれる場合、それらは過去の実績及び将来の予想で
あり、今後の市場環境等を保証するものではありません。■当資料は当社が信頼性が高いと判断した情報等に基づき作成しておりますが、その正確性・完
全性を保証するものではありません。■当資料にインデックス･統計資料等が記載される場合、それらの知的所有権その他の一切の権利は、その発行者お
よび許諾者に帰属します。■当資料に掲載されている写真がある場合、写真はイメージであり、本文とは関係ない場合があります。 

2014年11月10日【デイリー No.1,988】米国の雇用統計（2014年10月） 
2014年10月31日【デイリー No.1,981】米国のGDP成長率（2014年7-9月期速報値） 

■NRFの予想によると、オンライン（インターネット通販など）によ
る売上高は前年同期比＋8～11％の1,050億ドル程度となりそ
うです。また、今年の年末商戦の伸びにより、店舗での販売員
だけで最大80万人の雇用創出が、オンライン販売向けに物流
関係でも臨時雇用の増加が期待されます。 

■ブラック・フライデーにスタートする年末商戦では、消費者はま
ず週末にかけて実際に店舗に足を運び、商品を比較検討する
傾向にあります。そして週明け月曜日にはオンラインでの売上
高が急増することから、この月曜日は「サイバー・マンデー」と
呼ばれます。今年の目玉商品はタブレット端末やゲーム機な
どで、早くも小売店各社は値引きセールを開始しています。 

ブラック・フライデー(米国) 

2014年11月27日 

米国では、毎年11月の第4木曜日が「Thanksgiving Day（感謝祭）」となり、その翌金曜日が「Black 
Friday（ブラック・フライデー）」と呼ばれます。米国の小売店は、毎年この日から大型セール期間を
始めることが慣例で、売上高が増えて黒字になることから、このように呼ばれます。米国の個人消
費は、世界最大規模の米国経済の約7割を占めることから世界的にも影響が大きく、注目されます。 

（No.1,463）〈マーケットレポートNo.3,893〉 

年末商戦に先駆けて発表されたディスカウントスト
ア大手のウォルマートの米国部門の8-10月期の
売上高は7四半期ぶりに前年同期比で増加に転じ
ました。また、米国の7-9月期の実質GDP成長率
の暫定値は、前期比年率＋3.9％（速報値は同
＋3.5％）、個人消費は同＋2.2％（同＋1.8％）へと
ともに上方修正されました。米国の個人消費は、
大規模な寒波の影響を受けた年初からしっかりと
持ち直し、米国経済を下支えしています。 

■今年後半に入り、米国の消費は底堅い ■底堅い消費の一方、値引き合戦が見込まれる 

2014年の年末商戦は前年同期比＋4.1％の予想 
昨年や過去の実績を上回る好調さ 

今年もオンライン商戦が活況 
タブレット端末などが早くも値引きセール 

底堅い個人消費に支えられ、米国経済は堅調さを維持する見込み 

米国の10月の雇用統計では失業率が5.8％に低
下するまで改善し、雇用者数の増勢も維持されて
います。今後もこうした雇用情勢の改善や好調な
企業業績に支えられ、米国の個人消費は底堅く
推移すると見込まれます。ただし、米国景気が回
復基調にあるとはいえ、平均賃金の伸びがまだ緩
慢なままであることは消費者の不安心理の一因と
も見られ、今年も小売店による値引き合戦は激し
くなりそうです。 

■明日、28日のブラック・フライデーを前に、全米小売業協会（NRF)は2014年の米国年末商戦の小売
売上高予想（除く、自動車、ガソリン、外食）を、前年同期比＋4.1％の6,169億米ドルと発表しました。
2013年実績の同＋3.1％、2014年予想を含む過去10年平均の同＋2.9％と比べ、今年の年末商戦は
過去を上回る好調なものとなることが予想されています。 
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